
(裏面へつづくÎ) 

 EtherNet/IP 通信変換器 
 
 

IMR02E06-J2 

本製品をお使いになる前に、本書をよくお読みいただき、内容を理解された上でご使用ください。

なお、本書は大切に保管し、必要なときにご活用ください。 
本書は COM-ML の基本的な使用方法について説明したものです。設置・配線、通信データおよび

詳細な取り扱いや各機能の操作については、必要に応じて、以下に示す取扱説明書を参照してくだ

さい。 
 

• COM-ML [SRZ 対応版] 設置・配線取扱説明書 (IMR02E05-J�): 製品添付 
• COM-ML [SRZ 対応版] 通信データ一覧 (IMR02E07-J�): 製品添付 
• COM-ML [SRZ 対応版] 取扱説明書 (IMR02E08-J�): 別冊 

 (ダウンロードまたは別売り) 
 

別冊の説明書は、当社ホームページからダウンロードできます。 
ホームページアドレス: http://www.rkcinst.co.jp/down_load.htm 

 

1. 取扱手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2. ホスト通信設定 
 

2.1 アドレス設定 
ホスト通信のアドレスを設定します。設定は小型のマイナスドライバを使用してください。 
 

同一ライン上では、アドレスが重複しないように設定してください。アドレスが重複す

ると、機器故障や誤動作の原因になります。 

 

ホスト通信 
アドレス設定スイッチ 
設定範囲: 0～F [0～15: 10 進数] 
出荷値: 0 

COM-ML

 
 

2.2 ディップスイッチ設定 
ディップスイッチで、ホスト通信の通信速度、通信プロトコル、IPアドレスのデフォルト設定およ

びディップスイッチ設定の有効／無効を設定します。 
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1 2 ホスト通信速度 
OFF OFF 4800 bps 
ON OFF 9600 bps 
OFF ON 19200 bps 
ON ON 38400 bps 

 

3 通信プロトコル／データビット構成 

OFF RKC 通信 
(データ 8 ビット、パリティなし、ストップ 1 ビット) 

ON MODBUS 
(データ 8 ビット、パリティなし、ストップ 1 ビット) 

 

6 7 IP アドレスのデフォルト設定 
OFF OFF 設定しない 
ON OFF 設定禁止 
OFF ON 設定禁止 
ON ON IP アドレスのデフォルト設定動作 * 

* � IP アドレスのデフォルト設定 (下記) 参照 
 

8 ディップスイッチ設定の有効／無効 
OFF 有効 (ディップスイッチの設定を有効にする場合) 
ON 無効 (ホスト通信またはローダ通信の設定を有効にする場合) * 

* ホスト通信またはローダ通信の設定で有効になるのは、ホスト通信の通信速度、通

信プロトコル、およびデータビット構成のみです。 
 

4 5  
OFF OFF 固定 

 

ディップスイッチで通信プロトコルを設定すると、データビット構成は自動的に「データ

8 ビット、パリティなし、ストップ1ビット」になります。別のデータビット構成にした

い場合は、ホスト通信またはローダ通信で設定してください。 
 

データビット構成、ホスト通信速度および通信プロトコルを、ホスト通信またはローダ通

信で設定する場合は、ディップスイッチのNo. 8 をON にしてから設定しください。 
 
 

3. 通信データ初期設定 
各通信データの初期設定をします。 

3.1 IP アドレス設定 
COM-ML の IP アドレスを設定します。 
IP アドレスは、ホスト通信またはローダ通信で設定可能です。 
以下のRKC通信識別子またはMODBUSレジスタアドレスを参照して、IPアドレスを設定します。 
 

MODBUS 
レジスタアドレス 名 称 

RKC 
通信 
識別子 HEX DEC 

データ範囲 出荷値 

IP アドレス 1 バイト目 QB 801B 32795 0～255 192 
IP アドレス 2 バイト目 QC 801C 32796 0～255 168 
IP アドレス 3 バイト目 QD 801D 32797 0～255 1 
IP アドレス 4 バイト目 QE 801E 32798 0～255 1 

(COM-ML の IP アドレスの出荷値: 192.168.1.1) 

IP アドレスの番号については、COM-ML を接続するネットワーク (LAN) のネットワー

ク管理者に確認してください。 
 

ホスト通信を行う場合、データの送受信に当社の通信サポートソフトウェア「WinSCI」
(RKC 通信用) または「WMsci」(MODBUS 用) が使用できます。また、ローダ通信の場

合も「WinSCI」が使用できます。これらは、当社ホームページからダウンロードできま

す。 
ホームページアドレス: http://www.rkcinst.co.jp/down_load.htm 

 

通信サポートソフトウェアを使用するときは、コンフィグレーションファイル (CFG
ファイル) が必要となります。コンフィグレーションファイルについては、お客様で編集

していただくか、当社営業所または代理店までお問い合わせください。 
 

ホストコンピュータとCOM-MLの接続については、COM-ML [SRZ対応版] 設置・配線

取扱説明書 (IMR02E05-J�) を参照してください。 
 
� IP アドレスのデフォルト設定 
IP アドレスを出荷値に戻したい場合は、ディップスイッチを使用して出荷値に設定することができ

ます。 

1. COM-ML の電源をOFF にします。 
2. ディップスイッチNo. 6 とNo. 7 をON にします。 
3. COM-ML の電源をON にします。 
4. FAIL/RUN ランプが約 5 秒間緑色点滅した後、点灯に切り換わります。 

この時点で、IPアドレスが出荷値「192.168.1.1」になり、DHCP 有効選択は「0: DHCP無効」
になります。 

DHCP 有効選択については、COM-ML [SRZ 対応版] 取扱説明書 (IMR02E08-J�) 
を参照してください。 

5. 再度COM-ML の電源をOFF にし、ディップスイッチNo. 6 とNo. 7 をOFF に戻します。 

ディップスイッチNo. 6 とNo. 7がON のままだと、電源をONにするたびに IPア

ドレスが出荷値に戻ります。 
 

6. もう一度COM-ML の電源をON にして完了です。 
 

 

3.2 EtherNet/IP 通信設定 
EtherNet/IP 通信を行うために必要な項目を設定します。 
設定は、ホスト通信およびローダ通信の他に、EtherNet/IP 通信の Explicit メッセージ通信を使用す

ることも可能です。 
設定する項目は「通信項目設定」、「測定項目 (IN) の使用数設定」、および「設定項目 (OUT) の
使用数設定」です。 
 

MODBUS 
レジスタアドレス名 称 

RKC
通信
識別子 HEX DEC 

データ範囲 
( [ ] 内はデータ数) 出荷値 

通信項目設定 QG 8020 
･ 
･ 
･ 

8051 

32800
･ 
･ 
･ 

32849

RKC 通信: 0～65535 
MODBUS: 0000H～FFFFH

[50]

65535 
(FFFFH) 

測定項目 (IN) の 
使用数設定 

QH 8052 
･ 
･ 
･ 

8083 

32850
･ 
･ 
･ 

32899

0～128 
0: 不使用 

[50]

0 

設定項目 (OUT) の 
使用数設定 

QI 8084 
･ 
･ 
･ 

80B5 

32900
･ 
･ 
･ 

32949

0～127 
0: 不使用 

[50]

0 

 

COM-MLはEtherNet/IP の通信方法として「I/O通信」および「Explicit メッセージ通信」

をサポートしています。 
 

Explicit メッセージ通信については、4.4 ツールでの設定および4.6 Explicitメッセージ通

信を参照してください。 
 
 

� 通信項目設定 
オブジェクトモデルの「コントローラ通信項目設定オブジェクト (0xC5: C5Hex)」(以下0xC5と称

す) を設定します。 

• 0xC5のアトリビュート 100～149の50項目が、RKC 通信の識別子QGのCH1～CH50、および

MODBUS レジスタアドレスの 8020H～8051H に対応します。 

• 各項目には、EtherNet/IP 通信 (I/O 通信およびExplicit メッセージ通信) で使用するすべての通信

項目のMODBUS レジスタアドレス (先頭アドレスのみ) を設定します。 

• I/O通信で使用する項目 (Explicitメッセージ通信で使用してもよい) をアトリビュート100から間

をあけずに設定し、その後にExplicit メッセージ通信だけで使用する項目を設定します。 

• I/O 通信でのデータの順序は、0xC5 のアトリビュート順になります。また、各項目でデータ数を

いくつずつ使用するかを 0xC6 と 0xC7 で設定します。 

• 使用しない項目には65535 (FFFFH) を設定します。65535 (FFFFH) を設定したアトリビュート

以降の通信項目は、I/O 通信には使用できません。 
 

オブジェクトモデルおよび各通信項目のMODBUSレジスタアドレスは、COM-ML [SRZ
対応版] 通信データ一覧 (IMR02E07-J�) または COM-ML [SRZ 対応版] 取扱説明書 
(IMR02E08-J�) を参照してください。 

 
� 測定項目 (IN) の使用数設定 
オブジェクトモデルの「コントローラ通信測定項目 (IN) 設定オブジェクト (0xC6: C6Hex)」(以下

0xC6 と称す) を設定します。 

• 0xC5 で設定した通信項目のうち、I/O 通信の測定項目 (IN) に使用する通信項目のアトリビュー

ト番号と同じ 0xC6 のアトリビュート番号に使用するデータ数を設定します。 

• 0xC6のアトリビュート 100～149の50項目は、RKC 通信の識別子QHのCH1～CH50、および

MODBUS レジスタアドレスの 8052H～8083H に対応します。 

• 0xC6の各アトリビュートで設定した値の合計 (アトリビュート100からの累計) が 128 (0080H) 
個までのデータが有効です。 

 

オブジェクトモデルは、COM-ML [SRZ 対応版] 通信データ一覧 (IMR02E07-J�) また

はCOM-ML [SRZ 対応版] 取扱説明書 (IMR02E08-J�) を参照してください。 
 
� 設定項目 (OUT) の使用数設定 
オブジェクトモデルの「コントローラ通信設定項目 (OUT) 設定オブジェクト (0xC7: C7Hex)」(以
下 0xC7 と称す) を設定します。 

• 0xC5で設定した通信項目のうち、I/O通信の設定項目 (OUT) に使用する通信項目のアトリビュー

ト番号と同じ 0xC7 のアトリビュート番号に使用するデータ数を設定します。 

• 0xC7 のアトリビュート 100～149 の 50 項目は、RKC 通信の識別子 QI の CH1～CH50、および

MODBUS レジスタアドレスの 8084H～80B5H に対応します。 

• 0xC7の各アトリビュートで設定した値の合計 (アトリビュート100からの累計) が127 (007FH) 
個までのデータが有効です。 

 

オブジェクトモデルは、COM-ML [SRZ 対応版] 通信データ一覧 (IMR02E07-J�) また

はCOM-ML [SRZ 対応版] 取扱説明書 (IMR02E08-J�) を参照してください。 
 
[設定例] 
Z-TIO モジュールの測定値 (PV) と設定値 (SV) のCH1～CH4 を I/O 通信で使用する場合  
設定条件: 測定項目 (IN): 測定値 (PV)、設定値 (SV) 
 設定項目 (OUT): 設定値 (SV)  
 通信項目の割付先: 測定値 (PV): アトリビュート 100 
  設定値 (SV): アトリビュート 101 
RKC 通信 
• 通信項目の割付 (0xC5 の設定) 

測定値 (PV): 設定位置: 識別子QG のCH1 
 設定値: 508 [先頭MODBUS レジスタアドレス (DEC)] 
設定値 (SV): 設定位置: 識別子QG のCH2 
 設定値: 2780 [先頭MODBUS レジスタアドレス (DEC)] 

 

• 測定項目 (IN) のデータ数設定 (0xC6 の設定) 
測定値 (PV): 設定位置: 識別子QH のCH1 
 設定値: 4 [4 チャネル分] 
設定値 (SV): 設定位置: 識別子QH のCH2 
 設定値: 4 [4 チャネル分] 

• 設定項目 (OUT) のデータ数設定 (0xC7 の設定) 
測定値 (PV): 設定位置: 識別子QI のCH1 
 設定値: 0 [不使用] 
設定値 (SV): 設定位置: 識別子QI のCH2 
 設定値: 4 [4 チャネル分] 

MODBUS 
• 通信項目の割付 (0xC5 の設定) 

測定値 (PV): 設定位置: 8020H 
 設定値: 01FCH [先頭MODBUS レジスタアドレス (HEX)] 
設定値 (SV): 設定位置: 8021H 
 設定値: 0ADCH [先頭MODBUS レジスタアドレス (HEX)] 

• 測定項目 (IN) のデータ数設定 (0xC6 の設定) 
測定値 (PV): 設定位置: 8052H 
 設定値: 0004H [4 チャネル分] 
設定値 (SV): 設定位置: 8053H 
 設定値: 0004H [4 チャネル分] 

• 設定項目 (OUT) のデータ数設定 (0xC7 の設定) 
測定値 (PV): 設定位置: 8084H 
 設定値: 0000H [不使用] 
設定値 (SV): 設定位置: 8085H 
 設定値: 0004H [4 チャネル分] 

 

設定値 (SV) の CH1～4 のデータは、それぞれのレジスタ (RKC 通信: 識別子 S1 の 
CH1～4、MODBUS: 0ADCH～0ADFH) に設定してください。また、0xC5 の各アトリ
ビュートに設定した通信項目のデータは、「コントローラオブジェクト」 (0x64: 64Hex) 
の同一アトリビュートに割り当てられます。 

 

I/O 通信は Assembly オブジェクト (0x04: 04Hex) を使ってデータの送受信を行いま
す。測定項目 (IN) はインスタンス100のアトリビュート3を使用し、設定項目 (OUT) 
はインスタンス 101 のアトリビュート 3 を使用します。 
測定項目 (IN) および設定項目 (OUT) の確認・設定はツールを使用します。 

 

• 0x64 へのアクセス方法は、4.6 Explicit メッセージ通信を参照してください。 
• ツールを使った I/O 通信については、4.4 ツールでの設定 および 4.5 I/O 通信 を参照
してください。 

 

 

3.3 その他通信データの設定 
3.2 節で設定する項目以外の各通信データ (Z-TIO およびZ-DIO モジュールのPID 定数、イベント

設定値 等) を、ホスト通信、ローダ通信、またはEtherNet/IP通信のExplicit メッセージ通信を使用

して設定します。 
 

IP アドレス設定のときに、ホスト通信またはローダ通信を使用しているので、引き続き

EtherNet/IP 通信設定やその他通信データの設定が可能です。 
 

各通信項目については、COM-ML [SRZ 対応版] 通信データ一覧 (IMR02E07-J�) また

はCOM-ML [SRZ 対応版] 取扱説明書 (IMR02E08-J�) を参照してください。 
 
 

4. 使 用 例 
本使用例は以下のシステム構成をもとに説明します。 

4.1 システム構成 
 

EtherNet/IP

プログラマブルコントローラ (PLC)

EtherNet/IP 通信変換器
COM-ML 

ロックウェル 
オートメーション 
株式会社製 
ControlLogix 5555 

パーソナルコンピュータ

SRZ ユニット 

Z-TIO モジュール

モジュール
アドレス 

1 2 

ローダ通信

(初期設定用)

USB 通信変換器

COM-K 

ネットワークハブ 

EtherNet/IP

Ethernet

 
通信データの初期設定はローダ通信で行います。 

 

COM-ML 簡易取扱説明書

 

All Rights Reserved, Copyright  2007, RKC INSTRUMENT INC. 

ホスト通信設定 

設置・配線 

IP アドレス設定 

EtherNet/IP 通信設定 

2. ホスト通信設定 参照 

• COM-ML [SRZ 対応版] 設置・配線取扱説明書 
(IMR02E05-J�) 参照 

• SRZ については、Z-TIO 取扱説明書 (IMS01T01-J�) または
Z-DIO 取扱説明書 (IMS01T03-J�) 参照 

• 3.2 EtherNet/IP 通信設定 参照 
• 4.4 ツールでの設定 参照 

Í 出荷値:  
 19200 bps

Í 出荷値: 
RKC 通信

[SRZ 対応版] 

その他通信データの設定 

 

EtherNet/IP 通信 

コントローラ (SRZ) 設定 • 4.2 コントローラの設定 参照 
• Z-TIO ホスト通信簡易取扱説明書 (IMS01T02-J�) または 

Z-DIO 取扱説明書 (IMS01T03-J�) 参照 

3.1 IP アドレス設定 参照 

• 3.3 その他通信データの設定 参照 
• COM-ML [SRZ 対応版] 通信データ一覧 (IMR02E07-J�) また
はCOM-ML [SRZ 対応版] 取扱説明書 (IMR02E08-J�) 参照 

• 4.5 I/O 通信 参照 
• 4.6 Explicit メッセージ通信 参照 

Í 出荷値: 
有効

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Í 出荷値:  
 設定しない

 



 

EtherNet/IP は ControlNet International Ltd.の商標であり、Open DeviceNet Vendor Association のライセンスの下で 
使用されます。 
ControlLogix、RSLogix は Rockwell Automation の商標です。また、RSLinx は Rockwell Automation の登録商標です。

MODBUS は Schneider Electric の登録商標です。 
プログラマブルコントローラ (PLC) の各機器名は、各社の製品です。 
その他、本書に記載されている会社名や商品名は、一般に各社の商標または登録商標です。 

® 
理化工業株式会社 
RKC INSTRUMENT INC. 

初 版: 2007 年 4 月 [IMQ00]
第 2 版: 2008 年 3 月 [IMQ00]

本 社 〒146-8515 東京都大田区久が原 5-16-6 
 TEL (03)3751-8111(代) FAX (03)3754-3316 MAR. 2008

� 使用機器 
• EtherNet/IP 通信変換器: COM-ML: 1 台 
• コントローラ (SRZ): Z-TIO モジュール: 2 台 (4 チャネルタイプ) 
• ロックウェルオートメーション株式会社製PLC: ControlLogix 5555 

- コントローラ (CPU): 1756-L55 
- 電源モジュール: 1756-PA72/C 
- EtherNet/IP モジュール: 1756-ENBT 
- シャーシ: 1756-A4 

• USB 通信変換器: COM-K (ローダ通信用) 
• ネットワークハブ 
• 各種ケーブル類 
• パーソナルコンピュータ 

プログラミングソフトウェアRSLogix 5000 およびRSLinx Classic Lite (RSLinx Classic でも可) 
[ロックウェルソフトウェア株式会社製] がインストールされていること。 
また、ローダ通信用として当社製通信サポートソフトウェア WinSCI を使用する場合は、当社
ホームページからダウンロードしてください。 

 
 

4.2 コントローラの設定 
COM-ML とコントローラ (Z-TIO モジュール) は内部通信で接続されおり、Z-TIO モジュールに対
しては通信速度、プロトコル、データビット構成等の設定は必要ありません。 
コントローラに対してはモジュールアドレスの設定のみ行います。Z-DIOモジュールの場合も同様

です。 
モジュールアドレス: Z-TIO モジュール: 1、2 
 

本例では、COM-ML の通信データの初期設定はローダ通信で行うことになっている
ので、COM-ML のホスト通信設定は不要です。 

 
設定方法は、Z-TIO ホスト通信簡易取扱説明書 (IMS01T02-J�) および Z-DIO 取扱
説明書 (IMS01T03-J�) を参照してください。 

 

 

4.3 通信データの初期設定 
ローダ通信を使用して通信データの初期設定をしておきます。 
[設定値] 
COM-ML の IP アドレス: 192.168.1.3 
EtherNet/IP 通信設定: 測定項目 (IN): 測定値 (PV) [4 チャネル× 2 = 8 チャネル分] 
  設定値 (SV) [4 チャネル× 2 = 8 チャネル分] 
 設定項目 (OUT): 設定値 (SV) [4 チャネル× 2 = 8 チャネル分] 
 通信項目の割付先: 測定値 (PV): アトリビュート 100 
  設定値 (SV): アトリビュート 101 
その他通信データ: 必要な項目の設定をしてください。 
 

設定方法は 3. 通信データ初期設定 を参照してください。また、各通信項目につい
ては、COM-ML [SRZ 対応版] 通信データ一覧 (IMR02E07-J�) または COM-ML 
[SRZ 対応版] 取扱説明書 (IMR02E08-J�) を参照してください 

 

 

4.4 ツールでの設定 
プログラミングソフトウェアRSLogix 5000およびRSLinx Classic Lite (またはRSLinx Classic)を使
用する際の手順を以下に示します。 
 
� EtherNet/IP モジュールのドライバ設定 
1. RSLinx Classic Lite を起動します。 
2. メニューの「Communications」→「Configure Drivers」を選択します。 
3. 「Configure Drivers」ウインドウの「Available Driver Types:」で、「Ethernet devices」を選択

します。 

 
4. Add New ボタンをクリックして「Add New RSLinx Classic Driver」を表示します。 

ここではドライバの名称を入力しますが、既に表示している「AB_ETH-1」を使用するので、
そのままOK をクリックします。 

5. 「Configure drivers: AB_ETH-1」ウインドウの「Station Mapping」で、EtherNet/IPモジュール
の IP アドレスを設定してOK をクリックします。本例では、EtherNet/IP モジュールの IP アド
レスを「192.168.1.2」に設定します。 

 
6. 「Configure Drivers」ウインドウの「Configured Driver:」にEtherNet/IPモジュールのドライバ

「AB_ETH-1」が登録されます。 

 
� 新規プロジェクトの作成 
1. プログラミングソフトウェアRSLogix 5000 を起動します。 
2. メニューの「File」→「New」を選択し、新規プロジェクトの設定ウインドウ「New Controller」

を表示します。 
3. 「New Controller」では以下の設定を行います。 

Type: 1756-L55 (CPU モジュールの種類) 
Revision: 13 (CPU モジュールのバージョン) 
Name: Test (プロジェクトの名称) 
Chassis Type: 1756-A4 (シャーシの種類) 
Slot: 0 (CPU モジュールが入るシャーシのスロット番号) 

 

 
 

4. OK をクリックしてプロジェクトの設定を確定します。 
5. Test プロジェクト画面で CPU モジュールのパスを設定します。画面右上の Path をクリック

して「Who Active」ウインドウを表示させます。 

 
 

6. CPU モジュール「1756-L55」を選択してSet Project Path ボタンをクリックします。 

 
7. Close ボタンをクリックすると、Test プロジェクト画面の Path に選択したパスが設定されま

す。 

 
 

� EtherNet/IP モジュールの設定 
1. Testプロジェクト画面の左側のツリーから「I/O Configuration」を選択し、右クリックして「New 

Module」を選択します。 

 
2. 「Select Module Type」ウインドウが開くので、EtherNet/IPモジュール「1756-ENBT」を選択

してOK をクリックします。 
3. 「Select Major Revision」ウインドウが開くので、EtherNet/IPモジュールの現在のバージョン

番号 (Major Revision) を入力してOK をクリックします。 
4. 「Module Properties」ウインドウが開くので、EtherNet/IP モジュールの名称、IP アドレス、

シャーシのスロット番号、バージョン番号 (2 桁目) を設定します。 
本例では、Nameを「EtherNet_IP_module」、IP address を「192.168.1.2」、Slot を「2」、
Revision を「1」に設定します。 

 
5. Finish ボタンをクリックしてEtherNet/IP モジュールの設定を確定します。 

 
� COM-ML の設定 
1. Testプロジェクト画面の左側のツリーから「I/O Configuration」の「1756-ENBT/A」を選択し、

右クリックして「New Module」を選択します。 

 

2. 「Select Module Type」ウインドウが開くので、「ETHERNET-MODULE」を選択してOKを
クリックします。 

3. 「Module Properties」ウインドウが開くので、ETHERNET-MODULE の名称、データの形式、
IP アドレスを設定します。 
本例では、名称を「COM_ML」、データ形式 (Comm Format) を「Data - INT」、IPアドレス
を「192.168.1.3」に設定します。 

 

4. また、I/O 通信の設定 (Connection Parameters) も行います。 
測定項目 (IN) と設定項目 (OUT) のAssembly オブジェクトのインスタンス番号およびデータ

数の合計を、Input とOutput のAssembly Instance とSize に設定します。 
Input: Assembly Instance: 100、 Size: 16 
 [測定値 (PV): 8 チャネル分 + 設定値 (SV): 8 チャネル分 = 16 ] 
Output: Assembly Instance: 101、 Size: 9 
 [設定状態切替 (1 ワード) * + 設定値 (SV): 8 チャネル分 = 9] 

* 設定項目 (OUT) には必ず割り当てます。 
 

 
 

5. Next ボタンをクリックして次のページを表示します。 
I/O 通信のメッセージ応答の間隔 [Requested Packet Interval (RPI)] を設定します。 
本例では 100.0 ms を設定します。 

 
6. Finish ボタンをクリックしてCOM-ML の設定を確定します。 
  
 

 

4.5 I/O 通信 
4.4節までで I/O通信を行うための設定は終了しているので、以下に I/O通信の実行とデータの確認

方法を示します。 
 
1. Testプロジェクト画面の左上にある「Off line」をクリックして、サブメニューの「Go Online」

を選択します。 

 
2. 「Connected To Go Online」ウインドウが開くので、Download ボタンをクリックします。さら

に確認のウインドウが表示されるので、再度Download ボタンをクリックします。 

3. Testプロジェクト画面の左上の「Off line」が「Rem Run」に切り換わり、I/O通信を実行しま

す。「Rem Run」の右側にある表示もRun Mode、Controller OK、Battery OK、I/O OK となり

ます。 

 
4. Testプロジェクト画面の左側のツリーから「Controller Test」の「Controller Tags」を選択しま

す。 

5. 画面右側のMonitor Tags の中の「COM_ML: I」が測定項目 (IN) のデータです。 
COM_ML: I Data [0] ～ [7] のValue: 測定値 (PV) のCH1～8 のデータ 
COM_ML: I Data [8] ～ [15] のValue: 設定値 (SV) のCH1～8 のデータ 

 

6. 画面右側のMonitor Tags の中の「COM_ML: O」が設定項目 (OUT) のデータです。 
各データのValue 部分をダブルクリックすると、設定値が変更できます。 
COM_ML: O Data [0] のValue: 設定状態切替のデータ 
COM_ML: O Data [1] ～ [8] のValue: 設定値 (SV) のCH1～8 のデータ 

 

 

4.6 Explicit メッセージ通信 
Explicit メッセージ通信を使って、設定値 (SV) のチャネル 2 の値を「200」にする場合の例を以下

に示します。 
 
� ラダープログラムの作成 
Explicit メッセージを送信するため、以下のようなプログラムを作成します。 

 
 

1. Explicit メッセージを送信するトリガとなる「Exp_enb」リレー (a 接点) は、Test プロジェク

ト画面左側のツリーの「Tasks」→「Main Task」→「Main Program」→「Program Tags」で

あらかじめ登録しておきます。 
本例では、Tag Name は「Exp_enb」とし、Type は「BOOL」を選択します。 

 
2. Testプロジェクト画面左側のツリーの「Controller Test」→「Controller Tags」のEdit Tags で

「Message」を登録します。 
本例では、I/O通信の「COM_ML: O」の後に、Tag Nameを「Massage」とし、Typeは「MESSAGE」
を選択します。 

 
3. プログラムは、Testプロジェクト画面左側のツリーの「Tasks」→「Main Task」→「Main Program」

→「Main Routine」画面で作成します。 

4. 各コマンドはアイコンを使って画面上で編集します。 
MSG を割り付けた後、MSG の枠内の をクリックしてMessage Configuration を設定し

ます。本例では以下のように設定します。 
Message Type: CIP Generic  Attribute: 65 Hex 
Service Type: Set_Attribute_Single  Source Element: Set_Value 
Class: 64 Hex  Source Length: 2 
Instance: 2 

5. Source Element のSet_Valueを登録するために、同じ画面のNew Tagボタンをクリックし、

New Tag ウインドウでName は「Set_Value」、Data Type は「INT」を選択します。 

6. また、Message Configuration ウインドウのCommunication タグで、Pathの設定を行います。

Browse ボタンをクリックし、Message Path Browser ウインドウで「ETHERNET-MODULE 
COM_ML」を選択します。 

7. 「Exp_enb」リレーの後に、Message の出力EN をb接点で接続してプログラムは完成です。 

 

� プログラムの運転 
1. 4.5 節の手順 1.～2.に従って作成したラダープログラムをダウンロードします。 

2. Testプロジェクト画面左側のツリーの「Controller Test」→「Controller Tags」のMonitor Tags
で「Set_Value」のValue を「200」に設定します。 

 

3. Testプロジェクト画面左側のツリーの「Tasks」→「Main Task」→「Main Program」→「Program 
Tags」の「Exp_enb [0]」のValue を「1」に設定すると、Explicit メッセージ通信を実行して、

設定値 (SV) のチャネル 2 の値が「200」になります。 

 

 

ここをクリックする

ここをクリックするとサブ
メニューが表示する 

選択 

 

 


